
２０２２年度 COMEBACK 女子柔道プロジェクト 実施報告書 

 

【福井発 女子柔道ハンドブック～つなげよう！つながろう！柔道ガールの輪～の製作】 

作成期間  ２０２２年７月１６日～２０２３年３月１5 日 

場  所  取材：県立武道館 編集作業：各自宅 

人  数  編集：６名 

配 布 先  県内中学・高校柔道部 県内柔道教室各団体 県内小・中・高等学校 

北信越地区各柔道連盟 全日本柔道連盟 

配布部数  ５００部 

 

【ハンドブック製作に至るまで】 

２０１０年に本県柔道連盟は、女子柔道の振興を図るべく「レディース柔道教室」を開催しまし

た。以来２０２２年まで定期的に継続して行い、女性自身の柔道に対する理解や競技することへの意

欲向上に力を注いできました。 

  しかし、少子高齢化や他競技ブームの波と共に、近年、徐々に柔道人口が減少し、県内の女子柔道

人口においても競技者の減少が否めない状況にあり、女子柔道が活性化するには何が必要か、何がで

きるかを模索し、２０２２年「キッズルームの開設」と「新・レディース柔道教室」の事業を展開し

ました。 

そして、「福井県女子柔道の現状を多くの方に知ってもらい、女子柔道振興のきっかけを作りた

い」、「女子にとって柔道がより身近で親しみあるものとなり、生涯続けたいものとなっていくよう

に」という願いのもと、この「福井発女子柔道ハンドブック」を製作することにしました。 

 

【ハンドブックの内容（２０p 構成 表紙を含む）】 

○ 女子柔道の発展を目指して ＜女子部のあゆみ＞             １ｐ-２ｐ 

○ つなげよう！つながろう！柔道ガールの輪 ＜柔道女子アンケートより＞  ３ｐ-６ｐ 

○ 知っ得・知識 ＜Part①減量編／Part②生理編／Part③身だしなみ編＞  ７ｐ-１４ｐ 

○ 福井県内外で活躍！女性柔道家プロフィール＜応援メッセージ＞   １５ｐ-１７ｐ 

○ 女子柔道のこれから ＜協同社会の生涯柔道＞                １８ｐ 

 

上記の通り、アンケートから分かった県内女子柔道関係者の悩みや疑問に対する回答のほか、柔道

女子への応援メッセージ、県柔連女子部の取り組み紹介などを記載し、最後に本県女子柔道の活性化

のための重点項目（５つ：下記）をまとめました。  

 

１．女子が集まれる機会を増やす 

・女子合同練習日（毎月）を設ける 対象：小学生から一般まで 

・各地区の女子柔道推進担当者が連絡を取りあうネットワークを拡充し、練習場所を確保 

２．悩み相談窓口の開設 

・フォームに悩みを直接いつでも書き込める（女性スタッフが対応） 

・「県柔連 HP」から「悩み相談窓口」へ ／ QR コード読み取り 



３．子供連れで参加できる会場づくり 

・各道場での稽古や各大会に参加しやすい環境をつくる 

・各大会でのキッズルーム開設に向け協力を要請する 

４．女子柔道に関するこまめな情報発信  

・県柔連 HP や SNS 等で女子柔道の県内事業やその他ホットな情報を掲載する 

５．「生涯を通して続けられる柔道」として啓発運動を行う 

・競技から離れている女性柔道経験者への声かけ 

・柔道未経験者への PR 活動 

・ケガなく安全にできる柔道のコツ、試合の勝敗に縛られない柔道、 

「形」競技の紹介など、広く伝える 

    

 

    

 

【終わりに】 

ハンドブック作成にあたり、アンケートや取材、編集など、多くの柔道関係者の方々から理解と協力

を得ることができました。人と人との繋がりの大切さと繋がることの喜びを感じました。この繋がりを

さらに広げ、今後、より柔道に取り組みやすくなる環境づくりを、女子ならではの悩みや相談も全面サ

ポートしながら、各関係機関と連携をとり活動を展開していく予定です。生涯を通して柔道にふれ、親

しみ、楽しむことができる「生涯柔道」を目指し、協同して活動を広げていきたいと考えています。 


